
最優秀

東京都世田谷区 笹本　いつ子

特選 ９句 順不同

東京都小金井市 原　三佳

東京都墨田区 三井　千賀子

東京都世田谷区 山﨑　健一

東京都品川区 中瀬　薫

東京都世田谷区 笹本　明義

東京都小平市 牧原　ひろみ

東京都世田谷区 三谷　悠

東京都中野区 岸田　聡子

神奈川県川崎市幸区 菅原　ゆかり

　（敬称略）

そぞろ行く二人の髪に梅ひらり

観梅や卆寿の母と力まずに

母と泣き母と笑った梅の八重

梅の香を胸一杯に吸ひ込む子

梅園の腰掛けに咲く恋話

人生のつよさやさしさ梅の花

盛るより散るゞが好み梅に佇つ

光る川いくつも越えて梅を見に

熟練の絵師の筆先梅の紅

梅が香を追つて背伸びの男の子

第４６回せたがや梅まつり 俳句一覧



入選 ３０句 順不同

東京都世田谷区 富田孝子

東京都大田区 馬場眞知子

東京都世田谷区 井上正喜

東京都渋谷区 高瀬和子

東京都世田谷区 井上秋音

東京都品川区 天野眞弓

東京都狛江市 須田小弓

東京都日野市 藤田幸恵

東京都世田谷区 山崎　暖

神奈川県川崎市多摩区 鈴木典子

東京都杉並区 齋藤満月

東京都世田谷区 松村直央

東京都世田谷区 高本綾子

東京都世田谷区 花土公子

東京都世田谷区 金井良祐

東京都国立市 中村日和春

東京都世田谷区 堺美枝

東京都世田谷区 石本悦夫

東京都世田谷区 笹川継子

神奈川県横浜市栄区 千田道晋

神奈川県横浜市港北区 佐々木澄子

福島県福島市 桑折直樹

岡山県岡山市北区 三川幸子闇の夜の香こそ梅と判りけり

梅よりも八人搗きの三土代もち

白梅の香に遠つ日をたぐり寄せ

雨上がり梅の花蕊震へをり

学び終えし娘の荷造や梅日和

白杖の母指先の梅見月

お百度踏む母の姿や梅の下

梅の香に祖母になる日の近づきぬ

梅の香の茶席にひらく野点傘

梅二月返事なきまま待つ手紙

矢の如く一枝空指す紅き梅

心臓の手術待つ妻梅まつり

梅香るベンチは猫の指定席

梅を撮る子を撮る父を撮る私

紅梅の何か言いた気そそと揺れ

紅梅を見つめ漂う恋の風

綻びし梅に雨滴の銀光る

時代越え梅に笑む父子の絆

「外にも出よ」空耳かとも梅一輪

たましいは何処にか在る梅古木

明日は咲く梅の気魄や触れもして

空天藍一人楽しむ梅見酒

彼の人の夢叶ひたる梅月夜



東京都世田谷区 大岩真理

東京都板橋区 赤松曙子

東京都世田谷区 飯島陽子

東京都稲城市 川上敏子

東京都練馬区 岸澄子

東京都渋谷区 池田由紀子

東京都世田谷区 藤岡美恵子

梅まつりピンクの短冊持つ父子

夜の闇にただよふ香り梅の里

迷ひ児のほほにひとひら梅の花

梅まつりよく晴れ今日は誕生日

迷路めく梅の小道や汀女の碑

梅一ひら散りて気になる友安否

飛石を跳ね来る子らや梅日和



佳作 ２０句 順不同

東京都世田谷区 上杉英俊

東京都世田谷区 山下清実

東京都台東区 永見徳代

東京都目黒区 樽谷悦子

東京都世田谷区 丹羽早苗

神奈川県横浜市神奈川区 横田澄江

東京都新宿区 中西昭子

東京都世田谷区 土方まゆみ

東京都清瀬市 眞田淑子

東京都世田谷区 鈴木孝彦

東京都世田谷区 島田一郎

東京都世田谷区 須藤茂之

神奈川県横浜市鶴見区 安達芝俊

東京都大田区 安達千華

東京都世田谷区 久保田美希

東京都世田谷区 臼井康雄

東京都江東区 大西久枝

東京都世田谷区 盛田智子

東京都世田谷区 坂田和嘉子

東京都三鷹市 櫻庭　寛

梅の香や馬の鼻先持ち上がり

句碑守りの役目もはたす枝垂梅

若木とて華を添ひたる梅まつり

梅の香にはやる心の急ぎ足

白梅や気品ある香を放つ道

青空に切り絵のように梅の咲く

梅一輪青きペンキのトタン壁

散る梅を誰が見るのか夜の星

白梅に頬寄せている天使かな

受け継がる俳句講座や梅日和

梅日和師の句碑拝し句会へと

梅散って静かにたたずむ星辰堂

鼓似の花冠匂はし梅見頃

梅の呼気胸一杯に太極拳

梅花凛と通ふ面影梅子女史

梅開く汀女の句碑の投句箱

ＡＩと梅の花咲く未来かな

梅の香に遠き夢ふと思ひ出し

梅園やじやんけんしつつ下る階

シャッタースポット小道こみ合ふ梅見頃



ジュニア入選 １０句 順不同

東京都世田谷区 中山千鶴

東京都世田谷区 志村美緒

東京都世田谷区 足立　花

東京都渋谷区 木村風結

東京都町田市 八木　穣

東京都世田谷区 前田千尋

東京都世田谷区 吉田紬生

東京都世田谷区 小林　誠

東京都世田谷区 荒井悠里

東京都世田谷区 くぼたあやか

梅まつり小さいかさ持つおばあさん

かわいいよすてきにさいてうめまつり

梅の花散る時みんな一緒だね

うめのためなくてはならぬうめまつり

梅祭りなぜか俳句をしに来てる

梅の花鼻を近づけるいいにおい

夜に咲く明るい光梅の花

外に咲くきれいな花は梅の花

光さす梅の花びら丘にまう

百本の梅の香鼻にふうわりと


